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社
会
で
夢
の
実
現
に
む
け

行
動
で
き
る
人
間
を

　

高
松
第
一
高
等
学
校
（
中
條
敏
雄

校
長
）
は
、
創
立
86
年
目
を
迎
え
る
、

香
川
県
唯
一
の
市
立
高
校
で
あ
る
。

普
通
科
と
音
楽
科
の
2
学
科
構
成
で
、

普
通
科
は
国
際
文
科
コ
ー
ス
、
文
理

コ
ー
ス
、
特
別
理
科
コ
ー
ス
、
美
術

専
門
コ
ー
ス
か
ら
成
る
。

　

高
松
第
一
高
校
で
は
、
10
年
前
か

ら
総
合
的
な
学
習
の
時
間「
夢
企
画
」

で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
っ
て
き
た
。

進
路
指
導
部
長
の
片
山
浩
司
先
生

（
化
学
）
は
、
そ
の
背
景
を
こ
う
振

り
返
る
。「
本
校
は
以
前
か
ら
、学
部
・

学
科
を
調
べ
て
志
望
理
由
書
を
書
か

せ
る
な
ど
、『
や
り
た
い
こ
と
』
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
進
路
指
導
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

私
が
特
別
理
科
コ
ー
ス
担
任
だ
っ
た

約
10
年
前
、
難
関
大
学
進
学
者
の
中

に
中
退
や
休
学
し
た
卒
業
生
が
相
次

い
で
い
る
と
の
話
が
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
こ
で
面

白
い
と
思
え
る
学
問
と
と
も
に
、
進

路
を
仕
事
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
指

導
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」。

　

進
路
指
導
部
で
は
当
時
、
福
岡
県

立
城
南
高
校
な
ど
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
先
進
校
を
訪
問

し
研
究
。「
社
会
で
夢
の

実
現
の
た
め
に
行
動
で
き

る
人
間
を
」
と
の
願
い
を

込
め
、
総
合
学
習
「
夢
企

画
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

資
料
①
は
「
夢
企
画
」

の
3
年
間
で
あ
る
。
総
合

学
習
係
の
竹
下
陽
子
先
生

（
国
語
）
は
、「
1
年
生
は

文
理
選
択
を
前
に
『
視
野

を
広
げ
る
こ
と
』
を
目
的

に
、
職
業
研
究
や
学
部
学

科
研
究
を
行
い
ま
す
。
2

視
野
を
広
げ
る
た
め
の

様
々
な
仕
掛
け

　

夢
企
画
の
内
容
は
節
目
ご
と
に
刷

新
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
そ
の
一
つ

が
、
1
年
次
6
月
に
実
施
す
る
「
社

会
人
講
師
と
語
る
会
」（
語
る
会
）。

以
前
は
地
元
事
業
所
に
生
徒
が
訪
問

し
て
い
た
が
、
3
年
前
か
ら
社
会
人

講
師
を
招
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

ス
タ
イ
ル
に
切
り
替
え
た
。

　

企
画
を
立
ち
上
げ
た
の
が
、
本
田

一
恵
先
生
（
物
理
）。
大
学
卒
業
後

に
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
、
働
き
な
が

視野を広げる「夢企画」、
全教科でＡ

アクティブラーニング

Ｌによる授業改善
　「総合的な学習の時間」の柱として、「夢企画」の実践を積み重ねてきた、香川県の高松第一
高校。さらに現在は、スーパーサイエンスハイスクール（SSH）2期目の指定を受け、全教科
でアクティブラーニングの開発に取り組んでいる。その先進的な取り組みをレポートした。

　　 高松第一高等学校の実践

高校でのキャリア教育⑥

資料①　平成27年度：総合的な学習の時間「夢企画」年間計画
月 1年生 ２年生 ３年生
4 未来のために今できること 小論文講演会 ガイダンス・小論文学習①②

5 職業インタビュー準備① 小論文学習①② 小論文学習③
小論文講演会

6
社会人講師と語る会 小論文学習③ 小論文学習④⑤
職業研究①（レポート作成） 出張講義①② 進路講演会
（ＳＳＨ講演会１） (SSH講演会１） （ＳＳＨ講演会１）

7 職業研究②（発表①②） 課題研究① 小論文学習⑥⑦

9 大学訪問準備①② 課題研究②③ 面接対策講演会
科学的思考力テスト

10

大学訪問　 選択学習①②③
（SSH講演会２） （SSH講演会２）
学部学科研究①（レポート作成）課題研究④
学部学科研究②（発表準備） 課題研究⑤（中間発表）

11 学部学科研究③（発表準備②） 課題研究⑥（中間発表②）選択学習④～⑦学部学科研究④～⑥（発表①～③）課題研究⑦～⑨
12 ディベート①②③ 課題研究⑩～⑫ 選択学習⑧～⑨・まとめ
1 ディベート④⑤⑥ 課題研究⑬⑭ 受験直前集会

課題研究⑮（クラス発表会）
2 ディベート⑦⑧⑨（全て試合） 課題研究⑯⑰（クラス発表会②③）

課題研究⑱（論文作成）

3 まとめ・課題研究入門 まとめ
学年課題研究発表会

年
生
は
小
論
文
や
課
題
研
究
を
通
し

て
、
各
自
の
志
望
を
よ
り
『
厚
み
』

を
も
っ
て
考
え
、
興
味
を
深
め
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
3
年
生

は
実
際
の
進
路
選
択
に
向
け
て
の
取

り
組
み
に
な
り
ま
す
」
と
全
体
像
を

語
る
。

　

企
画
の
中
心
は
各
学
年
団
の
団
長

（
主
任
）
と
１
～
３
年
の
副
担
任
6

人
の
「
総
合
学
習
係
」。
夢
企
画
は

各
ク
ラ
ス
の
副
担
任
が
担
当
す
る
が
、

総
合
学
習
係
と
副
担
任
が
毎
Ｌ
Ｈ
Ｒ

時
に
打
ち
合
わ
せ
す
る
な
ど
、
負
担

の
少
な
い
実
施
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

ら
Ｃ
Ｄ
Ａ
（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ 

ー
）
を
取
得
。
3
年
間
の
講
師
経
験

後
、
昨
年
正
規
採
用
さ
れ
た
若
手

ホ
ー
プ
の
一
人
だ
。「
高
１
で
は
限

ら
れ
た
視
野
で
し
か
企
業
を
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
世
の
中
に
自
分
が

イ
メ
ー
ジ
し
た
こ
と
の
無
い
仕
事
が

あ
る
の
を
知
る
な
ど
、
視
野
を
広
げ

て
も
ら
お
う
と
考
え
ま
し
た
」
と
意

図
を
語
る
。

　

本
田
先
生
は
「
大
卒
の
就
職
先
」

を
前
提
に
、
岡
山
大
学
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け

つ
つ
、
業
種
・
職
種
一
覧
か
ら
事
務

系
・
技
術
系
、
県
内
企
業
・
県
外
企

業
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
事
業
所
を
選

ん
だ
。
資
料
②
は
昨
年
の
事
業
所
一

覧
で
あ
る
。
当
初
は
断
ら
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
が
、「
語
る
会
」
の
様
子
が

新
聞
に
報
じ
ら
れ
る
や
、「
来
年
度

は
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
声
も
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

当
日
は
体
育
館
に
事
業
所
ご
と
に

ブ
ー
ス
を
設
け
、
30
分
間
の
説
明
会

を
３
回
行
い
、
生
徒
は
３
か
所
の

ブ
ー
ス
を
回
る
。
当
初
、
生
徒
の
希

望
を
取
っ
た
と
こ
ろ
知
名
度
の
高
い

企
業
に
集
中
し
た
た
め
、
今
は
聴
講

先
を
指
定
し
て
い
る
。
社
会
人
講
師

が
仕
事
の
概
要
を
約
10
分
間
説
明
し

た
後
、
生
徒
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
入

る
。
生
徒
は
事
業
所
に
つ
い
て
事
前

に
調
べ
、
質
問
を
用
意
し
て
お
く
。

　

社
会
人
講
師
の
話
に
は
「
教
師
自

身
の
目
も
開
か
れ
ま
す
」
と
本
田
先

生
。
例
え
ば
世
界
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

の
地
元
の
大
手
水
槽
メ
ー
カ
ー
専
務

は
、
英
語
は
流
暢
で
な
か
っ
た
も
の

の
単
身
渡
米
し
て
相
手
方
に
認
め
ら

れ
た
話
を
披
露
。
生
徒
の
「
語
学
が

で
き
な
い
の
に
ど
う
売
り
込
む
ん
で

す
か
？
」
と
の
質
問
に
、「
や
は
り

信
頼
で
す
。信
頼
を
売
る
ん
で
す
！
」。

　

ま
た
、「
勉
強
が
必
要
で
す
か
？
」

と
の
質
問
に
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
社

員
は
「
学
歴
は
必
要
な
い
け
れ
ど
学

力
は
い
り
ま
す
。
学
力
の
な
い
人
に

仕
事
は
教
え
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
き
っ

ぱ
り
。「
教
員
が
言
う
よ
り
も
生
徒

に
は
は
る
か
に
説
得
力
が
あ
る
よ
う

で
す
」
と
竹
下
先
生
は
言
う
。

　

講
演
後
、生
徒
は「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

レ
ポ
ー
ト
」
を
作
成
し
、「
発
表
会
」

に
臨
む
。「
視
野
を
広
げ
る
」
の
が

狙
い
で
あ
る
。
資
料
③
は「
行
政
医
」

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
レ
ポ
ー
ト
例
で
あ

る
。
例
え
ば
働
く
こ
と
に
つ
い
て
は

「
た
だ
利
益
を
得
る
た
め
だ
け
に
働

く
の
で
は
な
く
、
地
域
・
人
の
た
め

に
働
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
考

え
た
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
他
の

声
を
聞
く
と
「
単
調
だ
と
思
っ
て
い

た
仕
事
が
実
は
奥
が
深
く
て
興
味
が

湧
い
た
」「
技
術
系
企
業
に
文
系
の

仕
事
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
驚
い
た
」

な
ど
、
様
々
な
気
づ
き
が
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
1
年
次
後
半
は
文
理
選
択

に
向
け
、「
大
学
訪
問
」「
学
部
学
科

研
究
」へ
と
進
む
。「
学
部
学
科
研
究
」

で
は
調
べ
学
習
の
後
、
発
表
会
で
情

報
を
共
有
。
当
初
は
理
系
志
望
だ
っ

た
が
文
系
を
選
択
す
る
生
徒
も
出
て

く
る
な
ど
、
文
理
選
択
を
熟
考
す
る

姿
勢
も
生
ま
れ
て
い
る
。

視
野
を
広
げ
、
材
料
を
増
や
す

小
論
文
日
誌
と
デ
ィ
ベ
ー
ト

　

夢
企
画
で
は
従
来
か
ら
小
論
文
指

導
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
資
料
①
に

あ
る
よ
う
に
、
1
年
次
は
デ
ィ
ベ
ー

ト
、
2
年
次
と
3
年
次
は
小
論
文
指

導
を
行
う
。
今
回
注
目
し
た
の
は
、

小
論
文
の
下
地
を
作
る
た
め
に
行
う

●高校でのキャリア教育⑥　高松第一高等学校の実践

進路指導部長
片山浩司 先生

総合学習係
竹下陽子 先生

資料③　社会人と語る会「インタビューレポート」例

資料②　社会人と語る会事業所（27年度）	
分類 業種 事業所名

金融 銀行 百十四銀行
証券・保険 ジブラルタル生命保険

流通・食品 商社 中商事
三井物産

情報・サービス
マスコミ 朝日新聞社

フリーアナウンサー
コンサルティング リクルートマーケティングパートナーズ
IT STネット

運輸・
エネルギー

航空 ANAセールス
鉄道 高松琴平電気鉄道

建設・不動産・住宅 建設 四電エンジニアリング

製造業
建設機械 タダノ
電子部品 アオイ電子
化学 四国化成工業

公務員

国家公務員 経済産業省四国経済産業局
教育関係 高松市健康福祉局こども未来部こども園運営課
警察 高松南警察署
農業 香川県農業試験場
医療行政 高松市保健所

企業公務員以外
弁護士 のぞみ総合法律事務所
研究所 阪大微生物病研究会
研究所 産業技術総合研究所
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１
・
２
年
生
の
「
小
論
文
日
誌
」。
竹

下
先
生
は
「
高
校
生
は
世
の
中
に
つ

い
て
よ
く
知
り
ま
せ
ん
。
３
年
で
入

試
小
論
文
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
材

料
が
な
く
て
は
書
け
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
少
し
ず
つ
素
材
を
増
や
そ
う
と
考

え
て
き
ま
し
た
」
と
意
図
を
語
る
。

　

１
年
次
の
小
論
文
日
誌
は
総
合
学

習
係
の
先
生
方
が
「
国
際
関
係
／
環

境
／
生
活
・
社
会
／
教
育
／
医
療
・

福
祉
／
政
治
・
経
済
／
情
報
通
信
」

の
７
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、「
で
き
る

だ
け
わ
か
り
や
す
い
」
新
聞
記
事
を

選
び
、
金
曜
日
に
生
徒
全
員
に
配
布

す
る
。
生
徒
は
記
事
へ
の
感
想
を
土

日
に
書
き
、
月
曜
日
に
副
担
任
に
提

出
。
副
担
任
は
サ
イ
ン
や
コ
メ
ン
ト

を
書
い
て
返
却
す
る
。
こ
の
パ
タ
ー

ン
で
１
ヵ
月
に
１
、
２
回
、
年
間
約

16
回
の
や
り
と
り
を
行
う
。

　

一
方
、
２
年
生
は
生
徒
が
４
～
５

人
の
班
に
な
り
、
①
１
人
が
小
論
文

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
新
聞
記
事
を
選
ん

で
貼
り
付
け
、
記
事
の
要
約
と
感
想

を
書
き
、
月
曜
日
に
副
担
任
に
提
出

す
る
。
②
副
担
任
は
次
の
生
徒
に
渡

す
。
③
次
の
人
は
前
の
人
の
日
誌
へ

の
感
想
を
書
く
。
そ
し
て
新
た
に
新

聞
記
事
を
選
ん
で
要
約
と
感
想
を
書

き
、
翌
週
に
副
担
任
に
提
出
す
る 

　
　

。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
、
１
年
間

継
続
す
る
。「
志
望
学
部
を
見
据
え

て
、
興
味
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
」
と
竹
下
先
生
。

内
容
が
偏
ら
な
い
よ
う
、
メ
ン
バ
ー

を
入
れ
替
え
る
ク
ラ
ス
も
あ
る
。

　

資
料
④
は
２
年
生
Ａ
さ
ん
ら
の
小

論
文
日
誌
例
で
あ
る
。
Ａ
さ
ん
は

「
23
歳
で
子
宮
頸
が
ん
を
発
症
し
た

人
」
の
記
事
を
取
り
上
げ
、「
人
生

が
輝
き
を
増
す
20
～
30
代
に
発
症
す

る
の
は
と
て
も
つ
ら
い
」「
自
分
自

身
も
未
来
や
命
を
考
え
て
検
診
を
受

け
た
り
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
り
し
た
い
」
と
感
想
を
述
べ

て
い
る
。こ
れ
に
対
し
Ｂ
さ
ん
の「
病

気
で
あ
る
の
に
前
向
き
な
姿
に
励
ま

さ
れ
ま
す
」、
先
生
の
「
自
身
も
つ

ら
い
は
ず
な
の
に
、
他
の
人
の
た
め

に
活
動
す
る
彼
女
の
生
き
方
は
尊
敬

し
ま
す
ね
。
未
来
の
自
分
の
た
め
に

し
っ
か
り
健
康
管
理
し
ま
し
ょ
う
」

と
の
コ
メ
ン
ト
が
続
く
。
新
聞
記
事

を
軸
に
し
た
対
話
で
、
興
味
深
い
。

　

も
う
一
つ
、１
年
次
最
後
の「
デ
ィ

ベ
ー
ト
」
を
見
よ
う
。
竹
下
先
生
は

「
世
の
中
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
調
べ

る
こ
と
、
論
理
的
に
物
事
を
考
え
る

こ
と
や
、
根
拠
を
持
っ
て
主
張
す
る

こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
ま
し

た
」
と
意
図
を
語
る
。

　

２
月
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
に
向
け
、

生
徒
は
班
ご
と
に
4
時
間
か
け
て
準

備
。
25
題
あ
ま
り
の
論
題
例
の
中
か

ら
一
つ
を
選
び
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
調
べ
、
論
を
構
築
す
る
。

　

昨
年
、
竹
下
先
生
が
印
象
に
残
る

対
戦
と
し
て
挙
げ
た
の
が
、「
日
本
は
、

安
楽
死
を
法
的
に
認
め
る
べ
き
で
あ

る
」
に
つ
い
て
の
対
戦
。
肯
定
派
が

安
楽
死
の
メ
リ
ッ
ト
に
「
医
療
費
の

削
減
」
を
挙
げ
た
の
に
対
し
、
否
定

派
は
「
安
楽
死
が
合
法
の
オ
ラ
ン
ダ

で
研
究
論
文
が
激
減
し
た
」
と
の
論

文
を
根
拠
に
、「
医
学
の
停
滞
」
を
主

張
し
た
。「
レ
ベ
ル
が
高
く
、
感
心
し

ま
し
た
」
と
竹
下
先
生
は
述
べ
た
。

授
業
改
善
の
柱
に
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
入
れ
る
高

校
の
中
に
は
、
学
力
向
上
に
向
け
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｌ
）

進路指導部
湊　博之 先生

SSH研究開発主任
佐藤哲也 先生

総合学習係
本田一恵 先生

資料④　小論文リレー日誌例

●高校でのキャリア教育⑥　高松第一高等学校の実践

な
ど
「
授
業
改
善
」
に
取
り
組
む
と

こ
ろ
が
多
い
。
高
松
第
一
高
校
も
ま

た
、
２
０
１
０
年
に
「
自
ら
考
え
判

断
し
行
動
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る

た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
」
を
掲

げ
て
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校
指
定
を
受
け
て
以
降
、

理
科
を
中
心
に
Ａ
Ｌ
な
ど
５
つ
の
柱

を
立
て
、
授
業
改
善
を
実
施
。
昨
年

か
ら
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
第
２
期
で
「
全
教
科

で
の
授
業
改
善
」
に
取
り
組
む
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
開
発
主
任
の
佐
藤
哲

也
先
生（
物
理
）は
「
後
に
残
る
の
は

や
は
り
授
業
だ
ろ
う
と
、
手
を
挙
げ

ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
佐
藤
先
生

ら
は
06
年
、
香
川
大
学
で
の
Ａ
Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｎ
（A

sian Physics Education 
N
etw
ork

）
に
参
加
。
米
国
の
大
学

の
初
等
物
理
教
育
の
Ａ
Ｌ
を
体
験
し
、

「
何
と
か
高
校
の
授
業
に
落
と
し
込

め
な
い
か
」
と
模
索
し
て
き
た
。

　

理
科
で
は
Ａ
Ｌ
を
「
生
徒
の
問
題

発
見
・
解
決
能
力
を
高
め
る
べ
く
、

既
存
概
念
か
ら
新
し
い
概
念
に
移
行

さ
せ
る
過
程
で
、
思
考
過
程
を
重
視

し
、
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
の
機
会

を
増
や
す
」
た
め
実
施
。
生
徒
が
自

分
自
身
の
言
葉
で
説
明
し
、
他
者
の

意
見
に
対
し
て
能
動
的
に
思
考
す
る

こ
と
を
通
し
、「
学
習
内
容
へ
の
理

解
が
進
み
、
概
念
形
成
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
む
よ
う
な
授
業
形
態
」
を
開
発

し
て
き
た
。
資
料
⑤
は
理
科
の
Ａ
Ｌ

の
授
業
一
覧
で
あ
る
。
幅
広
い
単
元

で
Ａ
Ｌ
を
導
入
し
て
き
た
物
理
に
対

し
、
化
学
は
実
験
が
可
能
な
テ
ー
マ
、

生
物
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
中
心
な

ど
、
科
目
ご
と
に
特
色
が
あ
る
。

　

例
え
ば
物
理
の
「
剛
体
の
つ
り
あ

い
」。
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
研
究

授
業
で
、
本
田
先
生
が
実
践
し
た
。

先
生
が
「
剛
体
の
つ
り
あ
い
」
を
説

明
後
、
班
で
「
物
体
を
支
え
る
糸
を

通
し
た
穴
と
同
じ
高
さ
に
開
け
た

穴
」
と
「
物
体
を
支
え
る
糸
を
通
し

た
穴
よ
り
も
低
い
位
置
に
開
け
た

穴
」
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
で
、「
お
も

り
を
つ
る
し
て
物
体
を
傾
け
、
静
か

に
放
し
た
時
に
物
体
は
ど
う
な
る
の

か
」
を
予
想
。
そ
の
後
、
実
験
で
検

証
す
る
と
い
う
流
れ
だ
。「
予
想
と

違
う
こ
と
が
起
き
た
方
が
面
白
い
。

こ
ち
ら
は『
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
？
』

を
考
え
さ
せ
た
い
ん
で
す
」
と
佐
藤

先
生
は
言
う
。

　

Ａ
Ｌ
で
大
切
な
の
は
「
待
つ
こ

と
」。「
教
員
は
し
ゃ
べ
り
た
い
。
で

も
そ
れ
を
我
慢
し
て
、
生
徒
か
ら
出

て
き
た
答
え
で
ま
と
ま
る
よ
う
に
、

発
表
の
順
番
を
こ
ち
ら
か
ら
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）。

　

進
度
も
絡
む
た
め
、
Ａ
Ｌ
型
授
業

は
全
体
の
約
２
割
程
度
。
準
備
に
は

手
間
も
か
か
る
。
例
え
ば
物
理
で
は

ノ
ウ
ハ
ウ
を
先
生
方
で
紹
介
し
合
い
、

共
有
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
全
教
科
で
の

Ａ
Ｌ
授
業
の
開
発
へ

　

そ
し
て
今
、
本
格
化
し
て
い
る
の

が
「
全
教
科
で
の
Ａ
Ｌ
」
導
入
で
あ

る
。
昨
年
は
一
年
が
か
り
で
職
員
研

修
と
勉
強
会
を
行
っ
た
（
資
料
⑥
）。

ま
ず
各
教
科
で
「
身
に
つ
け
る
べ
き

力
」
を
話
し
合
う
場
と
し
て
、
４
月

と
５
月
に
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
勉
強
会
」を
実
施
。６
月
に
は
、「
Ａ

Ｌ
は
学
力
に
ど
う
か
か
わ
る
の
か
」

に
つ
い
て
、
早
稲
田
大
学
の
枝
川
義

邦
教
授
の
「
記
憶
と
脳
科
学
」
と
題

す
る
講
義
を
受
け
た
。

　

７
月
の
第
２
回
教
員
研
修
会
で
は

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
で
「
ア
ク
テ 

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
と
課
題
」

を
議
論
。「『
本
当
に
成
果
が
上
が
る

の
か
』『
従
来
の
授
業
形
態
を
否
定

▲物理で「剛体のつりあい」の予想を図示

資料⑤　思考過程を重視した授業の試み（理科）
科目 開発した教材

物理

・物体の運動（斜面の上り下り）・物体の運動（鉛
直投げ上げ）・ばねにはたらく力と伸びの関係
・空気抵抗を受ける落体の運動・摩擦力・力
学的エネルギー保存の法則＋斜方投射・力の
モーメント・2物体の斜め衝突・単振動・単
振り子・波の反射・屈折・回析・波の干渉
・弦の固有振動・コンデンサーの充放電

化学
・酸化還元滴定・化学変化と量的関係・塩の
性質・有機化学の様々な反応・中和滴定・化
学平衡・バイオディーゼル燃料

生物
・生物多様性について考える・植生の遷移
・動物の行動・土壌動物と環境・体内環境
・ホルモン

資料⑥　職員研修・アクティブラーニング勉強会
  4月30日  第1回ＡＬ勉強会「アクティブラーニン

グ推進に向けて
  5月14日  第2回ＡＬ勉強会「アクティブラーニン

グとは？」
  6月16日 自然科学講演会に関する打ち合わせ
  6月24日  第1回教員研修会「記憶と脳科学」（早

稲田大学　枝川義邦教授）
  7月  1日   第2回教員研修会ワールドカフェ「アク

ティブラーニングの導入と課題」
  7月  7日   第3回ＡＬ勉強会「教員研修会のデータ

分析」
  8月28日  第4回AL勉強会「振り返りシートにつ

いて」
10月  7日  第５回ＡＬ勉強会「振り返りシートの活

用事例報告①
11月  6日  第6回ＡＬ勉強会「振り返りシートの活

用事例報告②」
12月  8日  第7回ＡＬ勉強会「授業実践に関する情

報交換会①」
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生
方
に
総
括
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

そ
の
結
果
、「
今
年
度
Ａ
Ｌ
に
よ
る
授

業
を
実
施
or
試
行
し
ま
し
た
か
？
」

と
の
問
い
に
「
は
い
」
と
の
答
え
が

65
％
に
も
及
ん
だ
（
資
料
⑦
）。「
数

字
の
高
さ
に
、
正
直
驚
き
ま
し
た
」

と
佐
藤
先
生
。
変
化
の
背
景
に
は
、

前
校
長
の
竹
本
惠
一
先
生
自
ら
、
毎

月
の
「
校
長
資
料
」
に
Ａ
Ｌ
関
連
の

情
報
を
多
数
盛
り
込
む
な
ど
、
情
報

提
供
し
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｌ
を
実
施
し
た
先
生
方
に
共
通

し
て
い
た
声
は
「
生
徒
の
変
化
」
だ
。

「
主
体
的
に
な
っ
た
」「
楽
し
そ
う
」

「
理
解
が
深
ま
っ
た
」「
他
者
の
意
見

を
幅
広
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も

の
だ
っ
た
。
一
方
、
先
生
方
自
身
は

「
生
徒
の
理
解
度
が
把
握
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
」「
授
業
の
ポ
イ
ン
ト

が
明
確
に
な
り
、
メ
リ
ハ
リ
が
で
き

た
」
な
ど
プ
ラ
ス
評
価
の
一
方
、「
教

材
研
究
や
発
問
の
工
夫
が
必
要
」「
準

備
が
大
変
」
な
ど
の
声
も
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
課
題
は
あ
る
も
の
の
、

Ａ
Ｌ
へ
の
関
心
は
確
実
に
高
ま
っ
た
。

そ
こ
で
16
年
度
か
ら
は
「
お
互
い
の

授
業
を
見
て
、
よ
い
点
と
悪
い
点
の

共
有
を
し
よ
う
、と
言
っ
て
い
ま
す
」

と
佐
藤
先
生
は
語
る
。

　

こ
う
し
た
場
の
一
つ
が
、
今
年
2

月
に
行
わ
れ
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
第
２
期
の
研

究
発
表
会
の
公
開
授
業
。
理
科
に
加

え
、
国
語
で
も
湊
先
生
が
授
業
を

行
っ
た
。
テ
ー
マ
は「
死
生
観
」。
生

徒
ら
は
「
城
の
崎
に
て
」
で
志
賀
直

哉
の
死
生
観
を
学
ん
だ
の
ち
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
自
分
自
身
の
死
生

観
を
語
る
。
そ
の
後
20
冊
余
り
の
絵

本
か
ら
１
冊
選
び
、
死
生
観
を
読
み

取
る
。
そ
し
て
３
つ
の
死
生
観
を
比

較
、
生
と
死
へ
の
考
え
を
深
め
る
と

い
う
流
れ
だ
。

　

資
料
⑧
は
Ｃ
さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
例
で
あ
る
。「
死
に
は
い
ろ
い
ろ

な
と
ら
え
方
も
あ
り
、
前
向
き
に
と

ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
印
象
的
で
し
た
」「
将
来
送
り
出

す
側
に
な
っ
た
時
の
心
持
ち
に
つ
い

て
考
え
る
よ
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
」
な
ど
考
察
が
深
ま
っ
た
様
子

が
読
み
取
れ
る
。
聴
講
し
た
あ
る
大

学
教
授
は
、「
自
分
も
高
校
時
代
に
こ

う
い
う
授
業
を
受
け
た
か
っ
た
」
と

深
く
感
銘
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

佐
藤
先
生
は
Ａ
Ｌ
に
つ
い
て
、「
今

後
は
各
教
科
と
も
、
分
野
の
拡
大
と

精
選
、
そ
し
て
時
間
配
分
が
課
題
で

す
ね
。
ま
た
発
問
の
仕
方
の
工
夫
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力
も
必
要
だ

と
思
い
ま
す
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た

湊
先
生
は
「
国
語
科
な
ど
は
各
先
生

の
授
業
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、
一
律
に

取
り
入
れ
る
の
は
難
し
い
。
ま
ず
Ａ

Ｌ
の
手
法
を
研
究
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
す
」
と
語
る
。
一
方
、「
Ａ

Ｌ
を
取
り
入
れ
や
す
い
の
が
『
夢
企

画
』
で
す
」
と
竹
下
先
生
。

　

Ａ
Ｌ
が
今
後
、
ど
う
教
科
指
導
で

具
体
化
さ
れ
る
の
か
。
授
業
改
善
が

ど
う
、
生
徒
の
学
力
と
進
路
意
識
に

作
用
し
て
い
く
の
か
。「
夢
企
画
」
も

含
め
、
注
目
し
続
け
た
い
。

 

（
取
材
・
文
／
福
永
文
子
）

す
る
も
の
で
は
』『
実
態
が
わ
か
ら

な
い
』
な
ど
、
一
部
を
除
い
て
懐
疑

的
な
声
が
多
か
っ
た
で
す
」
と
佐
藤

先
生
は
そ
の
場
の
声
を
振
り
返
る
。

　

そ
の
後
、
佐
藤
先
生
と
進
路
指
導

部
の
湊
博
之
先
生
（
国
語
）
ら
が
中

心
に
な
り
、
各
教
科
で
有
志
を
募
り
、

「
Ａ
Ｌ
勉
強
会
」
を
毎
月
、
実
施
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
と
と
も
に
、
各

教
科
に
応
じ
た
Ａ
Ｌ
を
模
索
す
る
べ

く
、共
通
テ
ー
マ
で「
振
り
返
り
シ
ー

ト
」
を
作
成
し
、
さ
ら
に
「
活
用
事

例
報
告
会
」
や
「
授
業
実
践
に
関
す

る
情
報
交
換
会
」
を
積
み
重
ね
た
。

　

こ
れ
ら
を
経
て
２
月
に
再
び
、
先

資料⑧「城の崎にて」ワークシート例

資料⑦　アクティブラーニングの実施状況（16年2月の職員アンケート）
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「資格」や
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